
〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1

■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前９時～午後５時（土、日、祝・休日を除く）

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／株式

信託期間 無期限（設定日：2020年11月26日）

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、日本の取
引所に上場している株式（上場予定の株式を
含みます。）へ投資を行い、信託財産の中長
期的な成長を目指します。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主要投
資対象とします。

京都企業株式・マザーファンド

日本の取引所に上場している株式

当ファンドの
運用方法

マザーファンドへの投資を通じて、実質的に
以下のような運用を行います。
■�「京都関連企業」の株式に投資します。
■�「ベースポートフォリオ」と「セレクトポー
トフォリオ」を組み合わせることにより、
幅広い企業の株式に投資します。

組入制限 当ファンド

■�株式への実質投資割合には、制限を設けま
せん。

京都企業株式・マザーファンド

■�株式への投資割合には、制限を設けません。

分配方針 ■�年１回（原則として毎年11月15日。休業日
の場合は翌営業日）決算を行い、分配金額
を決定します。

■�分配対象額は、経費控除後の利子、配当等
収益と売買益（評価損益を含みます。）等
の範囲内とします。

■�分配金額は、委託会社が基準価額水準、市
況動向等を勘案して決定します。

※�委託会社の判断により分配を行わない場合
もあるため、将来の分配金の支払いおよび
その金額について保証するものではありま
せん。

ファンドは複利効果による信託財産の成長
を優先するため、分配を極力抑制します。
（基準価額水準、市況動向等によっては変更
する場合があります。）

京都企業株式ファンド 
（資産成長型）
【運用報告書（全体版）】

（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

第４ 期

決算日 2024年11月15日

受益者の皆さまへ
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上げ

ます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、日

本の取引所に上場している株式（上場予定の株式を

含みます。）へ投資を行い、信託財産の中長期的な成

長を目指します。当期についても、運用方針に沿っ

た運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

当ファンドは、特化型運用を行います。
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未

満の数値については小数を表記する場合があります。 

 
 設定以来の運用実績 

決 算 期 
基 準 価 額 

株 式 組 入 
比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 
2020年11月26日 10,000 － － － 12,278 

１期(2021年11月15日) 10,646 0 6.5 97.7 26,563 

２期(2022年11月15日) 9,668 0 △ 9.2 97.9 17,957 

３期(2023年11月15日) 10,852 0 12.2 97.9 12,612 

４期(2024年11月15日) 10,819 0 △ 0.3 98.0 7,730 
 
※ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
※ 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

 当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株 式 組 入 

比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 
2023年11月15日 10,852 － 97.9 

11月末 10,848 △ 0.0 98.3 
12月末 10,912 0.6 99.2 

2024年１月末 11,416 5.2 99.1 
２月末 11,651 7.4 99.8 
３月末 11,912 9.8 98.5 
４月末 11,798 8.7 98.2 
５月末 11,669 7.5 98.0 
６月末 11,946 10.1 98.7 
７月末 11,844 9.1 99.4 
８月末 11,312 4.2 99.5 
９月末 11,223 3.4 99.2 
10月末 11,203 3.2 99.3 
(期  末)    

2024年11月15日 10,819 △ 0.3 98.0  
※ 騰落率は期首比です。 
※ 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。   

	 －	 1	 －
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

基準価額等の推移
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基準価額（円）：左軸
分配金再投資基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期 首 10,852円

期 末 10,819円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －0.3％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

1
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基準価額の主な変動要因（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、京都関連企業の株式に投資しました。京都
関連企業銘柄のうち、財務健全性等を基準に一部の銘柄を除外したうえで、「ベースポートフォ
リオ」と「セレクトポートフォリオ」の2つのポートフォリオを組み合わせて投資しました。

上昇要因
●国内企業の業績および資本効率の改善が続くと期待されたこと
●任天堂、湖北工業等の株価が上昇したこと

下落要因
●ローム、ＳＧホールディングス等の株価が下落したこと
●米国の景気悪化が警戒されたこと、中国の景況感悪化が嫌気されたこと

当ファンドは特化型運用を行います。
当ファンドの投資対象である京都関連企業の株式の中には、全体の時価総額に対する構成割合
が10％を超える可能性の高い銘柄が存在します。このため、当ファンドにおいても一般社団
法人投資信託協会規則に定める純資産総額に対する比率（10％）を超える銘柄が存在すること
となる可能性があります。当該銘柄に経営破たんや経営・財務状況の悪化などが生じた場合には、
大きな損失が発生し、ファンドの基準価額が下落することがあります。

特化型運用とは
一般社団法人投資信託協会規則の「信用リスク集中回避のための投資制限」に定められた、ファ
ンドの純資産総額に対する比率（10％）を超えて、特定の発行体の発行する銘柄に集中して投
資する運用のことをいいます。

2
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投資環境について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

国内株式市場は上昇しました。

期初は、国内企業の業績の上振れや米利下
げ観測が支えとなったものの、米ドル安・円
高基調などが上値を抑制しました。2024年
に入ると、米国株高、米ドル高・円安の進行
に加え、日本企業の持続的な業績改善も好感
され、日本株も上昇基調に回帰しました。日
銀の金融緩和策においてマイナス金利解除
などの変更が発表されたものの、緩和的な姿
勢は継続されるとの見通しとなり、米ドル
高・円安が一段と進行し上昇幅を拡大しまし
た。
夏場においては、乱高下する展開となりま
した。米ドル高・円安の一段の進行や米国株

高を背景に、日本株も史上最高値を更新しま
した。しかし、日銀の利上げ決定と追加利上
げへの警戒感の高まりや、米国の景気後退懸
念が生じたことで、米ドル安・円高が加速し、
記録的な大幅下落に転じました。
その後、過度な警戒が和らぎ急速に反発し、
米ドル安・円高の一服、FRB（米連邦準備制
度理事会）による金利引き下げ、中国の景気
刺激策の発表などを受けて持ち直す展開と
なりました。期末にかけては、米大統領選で
優勢と伝えられたトランプ氏の政策を先取
りする形で、米ドル高・円安が進んだことも
相場を支えました。

当ファンド

期を通じて、「京都企業株式・マザーファ
ンド」を高位に組み入れました。

京都企業株式・マザーファンド

京都関連企業の銘柄の中から財務健全性
等を基準に一部の銘柄を除外したうえで、
ベースポートフォリオ（京都府・滋賀県に本

社を置く企業のうち時価総額上位20銘柄に
投資）、セレクトポートフォリオ（京都関連企
業のうち、ベースポートフォリオで投資する
20銘柄以外の銘柄から選別して投資）の2つ
のポートフォリオを構築して運用しました。

●業種配分
当ファンドが投資する京都府、滋賀県は独
自製品技術で世界を牽引する企業が多く集
まっており、ベースポートフォリオでは製造

ポートフォリオについて（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

6
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業の占めるウェイトが高くなっています。と
りわけ、デジタル化社会を支える電子部品等
の電気機器の組入れが多く、期末ではベース
ポートフォリオとして投資する20銘柄のう
ち8銘柄が電気機器の銘柄となっています。

●ベースポートフォリオ
本社時価総額上位20銘柄に対して、時価
総額を勘案したうえで投資比率を決定し、そ
の比率に近い保有比率での運用を行いまし
た。その結果、期間における組入株式の評価
総額に占めるベースポートフォリオの比率
は概ね60％に近い水準を維持しました。
2023年12月には、タカラバイオを除外し

た一方で、王将フードサービスを追加しまし
た。2024年3月には、王将フードサービス
を削除した一方で、TOWAを追加しました。
6月には、アイフルを除外した一方で、王将
フードサービスを追加しました。9月には、
TOWAを除外した一方で、アイフルを追加
しました。

●セレクトポートフォリオ
期間における組入株式の評価総額に占め
るセレクトポートフォリオの比率は概ね
40％に近い水準を維持しました。
期末では、電気機器、化学が高い組入比率
となりました。

ベンチマークとの差異について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。
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分配金について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第４期

当期分配金 ０
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 818

期間の分配は、複利効果による信託財産の
成長を優先するため、見送りといたしまし
た。
なお、留保益につきましては、運用の基本
方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

8
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当ファンド

引き続き、「京都企業株式・マザーファン
ド」を高位に組み入れます。

京都企業株式・マザーファンド

株式組入比率は高位を維持しながら、株式
市場の変動に応じて機動的に運用していき
ます。ベースポートフォリオ、セレクトポー
トフォリオの純資産総額に対する比率はそ
れぞれ60％、40％を目安に運用する方針で
す。
ベースポートフォリオにおける組入銘柄、

投資比率の見直しは3ヵ月に1度とし、3、6、
9、12月の月中に設定する基準日での時価総
額を勘案して決定いたしますが、上位の銘柄
については投資比率が10％を超える高位の
組入れとなる場合があります。
セレクトポートフォリオは、電気機器を中
心としながらも幅広い業種に対して、京都関
連企業の特徴でもある独自製品の有無やビ
ジネスモデルの優位性、テーマ性といった観
点を中心に、中長期的な成長が期待できる企
業へ投資していく方針です。現状においては、
今年度や来年度の業績見通しおよび中期的
な業績成長が期待される銘柄の厳選を進め
る方針です。

２ 今後の運用方針

３ お知らせ
約款変更について

該当事項はございません。

9
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１万口当たりの費用明細（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 154円 1.353％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は11,365円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンド

の管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の

実行等の対価

（投 信 会 社） （75） （0.660）

（販 売 会 社） （75） （0.660）

（受 託 会 社） （4） （0.033）

（b）売買委託手数料 8 0.067 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） （8） （0.067）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：�有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 0 0.004 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：�海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管およ

び資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：�監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （0） （0.003）

（そ の 他） （0） （0.000）

合 計 162 1.423

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則として、
募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.36％です。

日本株主還元株ファンド・ヘッジ型

1

ak304-00_180406_交付-日本株主還元株ファンド・ヘッジ型_総経費率

参考情報 総経費率（年率換算）
当ファンドの費用は以下の通りです。（マザーファンド含む）

総経費率
0.83%

運用管理費用（受託会社）

0.05%
その他費用

0.02%

運用管理費用（販売会社）

0.46%

運用管理費用（投信会社）

0.31%

※各費用は、1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
※各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値です。
※�上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（1万口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は0.00％です。

ak304-00_180406_交付-日本株主還元株ファンド・ヘッジ型_総経費率.indd   1 2019/03/13   15:10:29

総経費率
1.36％

運用管理費用（投信会社）

 0.66％運用管理費用（販売会社）

0.66％

運用管理費用（受託会社）

0.03％

その他費用

0.00％
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 当期中の売買及び取引の状況 (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 
親投資信託受益証券の設定、解約状況 

 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 

京 都 企 業 株 式 ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 10,867 12,979 4,439,179 5,290,377 
 
 
 

 親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
  (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

項 目 
当 期 

京 都 企 業 株 式 ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 13,137,331千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 13,620,104千円 
(c) 売 買 高 比 率 （ a ） ／ （ b ） 0.96   

 
※ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※ 外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

 利害関係人との取引状況等 (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

（1）利害関係人との取引状況 

京都企業株式ファンド（資産成長型） 
 当期中における利害関係人との取引等はありません。 

 

京都企業株式・マザーファンド 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株 式 3,398 303 8.9 9,739 592 6.1 

 
※ 平均保有割合 75.3％ 
※ 平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

（2）売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

京都企業株式ファンド（資産成長型） 
項 目 当 期 

（a） 売 買 委 託 手 数 料 総 額 6,899千円 
（b） う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 518千円 
（c） （ b ） ／ （ a ） 7.5％   
 
※ 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害
関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。   
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 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

 組入れ資産の明細 (2024年11月15日現在) 
親投資信託残高 

種 類 
期首(前期末) 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

京 都 企 業 株 式 ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 11,252,979 6,824,667 7,791,722 
 
※ 京都企業株式・マザーファンドの期末の受益権総口数は9,148,512,663口です。 

 

 投資信託財産の構成 (2024年11月15日現在) 

項 目 
期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

京 都 企 業 株 式 ・ マ ザ ー フ ァ ン ド 7,791,722 99.5 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 37,632 0.5 

投 資 信 託 財 産 総 額 7,829,355 100.0 
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 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
  (2024年11月15日現在) 

項 目 期 末 

(A) 資 産 7,829,355,206円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 13,103   

 京都企業株式・マザーファンド(評価額) 7,791,722,541   

 未 収 入 金 37,619,562   

(B) 負 債 98,866,721   

 未 払 解 約 金 37,619,562   

 未 払 信 託 報 酬 61,098,236   

 そ の 他 未 払 費 用 148,923   

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 7,730,488,485   

 元 本 7,145,464,371   

 次 期 繰 越 損 益 金 585,024,114   

(D) 受 益 権 総 口 数 7,145,464,371口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,819円 
 
※ 当期における期首元本額11,622,216,465円、期中追加設定元本額

123,583,519円、期中一部解約元本額4,600,335,613円です。 
※ 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額
（元本の欠損）となります。 

※ 上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信
託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

 損益の状況 
  (自2023年11月16日 至2024年11月15日) 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 738円 
 受 取 利 息 786   
 支 払 利 息 △         48   
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 111,184,173   
 売 買 益 359,100,606   
 売 買 損 △247,916,433   
(C) 信 託 報 酬 等 △139,232,672   
(D) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) △ 28,047,761   
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 493,902,961   
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 119,168,914   
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   48,682,275)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   70,486,639)  
(G) 合 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ) 585,024,114   
 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｇ ) 585,024,114   
 追 加 信 託 差 損 益 金 119,168,914   
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (   48,896,801)  
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (   70,272,113)  
 分 配 準 備 積 立 金 530,641,224   
 繰 越 損 益 金 △ 64,786,024   
 
※ 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※ 株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公社

債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。 
※ 追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※分配金の計算過程は以下の通りです。 

 当 期 

(a) 経費控除後の配当等収益 36,738,263円 

(b) 経費控除後の有価証券売買等損益 0   

(c) 収益調整金 54,382,890   

(d) 分配準備積立金 493,902,961   

(e) 当期分配対象額(a＋b＋c＋d) 585,024,114   

 １万口当たり当期分配対象額 818.73   

(f) 分配金 0   

 １万口当たり分配金 0   

 

 
 分配金のお知らせ 

１万口当たり分配金（税引前） 
当 期 

0円 
 
 
 

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。 
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未

満の数値については小数を表記する場合があります。 

 
 設定以来の運用実績 

決 算 期 
基 準 価 額 

株 式 組 入 
比 率 

純 資 産 
総 額  

期 中 
騰 落 率 

（設定日） 円 ％ ％ 百万円 

2020年11月26日 10,000 － － 16,664 

１期(2021年11月15日) 10,787 7.9 97.1 35,607 

２期(2022年11月15日) 9,933 △ 7.9 97.3 23,736 

３期(2023年11月15日) 11,295 13.7 97.2 16,787 

４期(2024年11月15日) 11,417 1.1 97.2 10,445 
 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 
※ 当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。 

 

  

京都企業株式・マザーファンド
第４期（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

信託期間 無期限（設定日：2020年11月26日）

運用方針 ■主として日本の「京都関連企業」※の株式へ投資を行います。
※�「京都関連企業」とは、京都府もしくは滋賀県（以下、「同地域」といいます。）に本社（本社に
準ずるものを含みます。以下同じ。）を置いている企業、同地域において雇用の創出など積極的
に事業活動を行っている企業、同地域との関連の強い企業のいずれかをいいます。ただし、財務
健全性等を基に決定します。

■�「京都関連企業」から、同地域に本社を置いている企業の時価総額上位20社の株式を対象として
投資を行う「ベースポートフォリオ」と、それ以外の企業の株式を対象として投資を行う「セレ
クトポートフォリオ」を構築し、２つのポートフォリオを組み合わせることで幅広い企業の株式
に投資します。

■�「ベースポートフォリオ」と「セレクトポートフォリオ」への投資割合は純資産総額に対してそ
れぞれ60：40を基本とし、各ポートフォリオで選定された銘柄の時価総額や流動性等を勘案し、
全体のポートフォリオを決定します。
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 当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株 式 組 入 

比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 
2023年11月15日 11,295 － 97.2 

11月末 11,297 0.0 98.3 
12月末 11,376 0.7 99.1 

2024年１月末 11,915 5.5 98.9 
２月末 12,172 7.8 99.4 
３月末 12,457 10.3 98.0 
４月末 12,353 9.4 97.6 
５月末 12,233 8.3 97.9 
６月末 12,536 11.0 98.5 
７月末 12,445 10.2 99.1 
８月末 11,900 5.4 99.1 
９月末 11,820 4.6 98.7 
10月末 11,813 4.6 98.6 
(期  末)    

2024年11月15日 11,417 1.1 97.2  
※ 騰落率は期首比です。 
※ 株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。 

 

  

京都企業株式・マザーファンド
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１ 運用経過

基準価額等の推移について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

基準価額等の推移

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

0

20,000

'23/12 '24/1 2 3 4 5 6 7 8 9 10期首 期末

基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

期 首 11,295円

期 末 11,417円

騰 落 率 1.1％

基準価額の主な変動要因（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

当ファンドは、京都関連企業の株式に投資しました。京都関連企業銘柄のうち、財務健全性等

を基準に一部の銘柄を除外したうえで、「ベースポートフォリオ」と「セレクトポートフォリオ」

の2つのポートフォリオを組み合わせて投資しました。

上昇要因
・国内企業の業績および資本効率の改善が続くと期待されたこと
・任天堂、湖北工業等の株価が上昇したこと

下落要因
・ローム、ＳＧホールディングス等の株価が下落したこと
・米国の景気悪化が警戒されたこと、中国の景況感悪化が嫌気されたこと
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投資環境について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

国内株式市場は上昇しました。

期初は、国内企業の業績の上振れや米利下げ観測が支えとなったものの、米ドル安・円高基調

などが上値を抑制しました。2024年に入ると、米国株高、米ドル高・円安の進行に加え、日本企

業の持続的な業績改善も好感され、日本株も上昇基調に回帰しました。日銀の金融緩和策におい

てマイナス金利解除などの変更が発表されたものの、緩和的な姿勢は継続されるとの見通しとな

り、米ドル高・円安が一段と進行し上昇幅を拡大しました。

夏場においては、乱高下する展開となりました。米ドル高・円安の一段の進行や米国株高を背

景に、日本株も史上最高値を更新しました。しかし、日銀の利上げ決定と追加利上げへの警戒感

の高まりや、米国の景気後退懸念が生じたことで、米ドル安・円高が加速し、記録的な大幅下落

に転じました。

その後、過度な警戒が和らぎ急速に反発し、米ドル安・円高の一服、FRB（米連邦準備制度理

事会）による金利引き下げ、中国の景気刺激策の発表などを受けて持ち直す展開となりました。

期末にかけては、米大統領選で優勢と伝えられたトランプ氏の政策を先取りする形で、米ドル高・

円安が進んだことも相場を支えました。

ポートフォリオについて（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

京都関連企業の銘柄の中から財務健全性等を基準に一部の銘柄を除外したうえで、ベースポー

トフォリオ（京都府・滋賀県に本社を置く企業のうち時価総額上位20銘柄に投資）、セレクトポー

トフォリオ（京都関連企業のうち、ベースポートフォリオで投資する20銘柄以外の銘柄から選別

して投資）の2つのポートフォリオを構築して運用しました。

業種配分

当ファンドが投資する京都府、滋賀県は独自製品技術で世界を牽引する企業が多く集まってお

り、ベースポートフォリオでは製造業の占めるウェイトが高くなっています。とりわけ、デジタ

ル化社会を支える電子部品等の電気機器の組入れが多く、期末ではベースポートフォリオとして

投資する20銘柄のうち8銘柄が電気機器の銘柄となっています。
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ベースポートフォリオ

本社時価総額上位20銘柄に対して、時価総額を勘案したうえで投資比率を決定し、その比率に

近い保有比率での運用を行いました。その結果、期間における組入株式の評価総額に占めるベー

スポートフォリオの比率は概ね60％に近い水準を維持しました。

2023年12月には、タカラバイオを除外した一方で、王将フードサービスを追加しました。2024

年3月には、王将フードサービスを削除した一方で、TOWAを追加しました。6月には、アイフルを

除外した一方で、王将フードサービスを追加しました。9月には、TOWAを除外した一方で、アイ

フルを追加しました。

セレクトポートフォリオ

期間における組入株式の評価総額に占めるセレクトポートフォリオの比率は概ね40％に近い水

準を維持しました。

期末では、電気機器、化学が高い組入比率となりました。

ベンチマークとの差異について（2023年11月16日から2024年11月15日まで）

ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

２ 今後の運用方針

株式組入比率は高位を維持しながら、株式市場の変動に応じて機動的に運用していきます。ベー

スポートフォリオ、セレクトポートフォリオの純資産総額に対する比率はそれぞれ60％、40％を

目安に運用する方針です。

ベースポートフォリオにおける組入銘柄、投資比率の見直しは3ヵ月に1度とし、3、6、9、12

月の月中に設定する基準日での時価総額を勘案して決定いたしますが、上位の銘柄については投

資比率が10％を超える高位の組入れとなる場合があります。

セレクトポートフォリオは、電気機器を中心としながらも幅広い業種に対して、京都関連企業

の特徴でもある独自製品の有無やビジネスモデルの優位性、テーマ性といった観点を中心に、中

長期的な成長が期待できる企業へ投資していく方針です。現状においては、今年度や来年度の業

績見通しおよび中期的な業績成長が期待される銘柄の厳選を進める方針です。
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 １万口当たりの費用明細 (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 
項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要 

（a） 売 買 委 託 手 数 料 8円 0.067％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数 
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料  （ 株  式 ） (8)  (0.067)  

（b） そ の 他 費 用 0   0.000   その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数 
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用  （ そ の 他 ） (0)  (0.000)  

 合 計 8   0.067    

 期中の平均基準価額は11,910円です。   
※ 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。
※ 比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
※ 各項目毎に円未満は四捨五入しています。 

 

 当期中の売買及び取引の状況 (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 
株 式 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 

上 場 1,106.6 3,398,014 3,711.7 9,739,316 

 (  885.6) (       －)
 ※ 金額は受渡し代金。 
※ （ ）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

 株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合 
  (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

項 目 当 期 
(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 13,137,331千円 
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 13,620,104千円 
(c) 売 買 高 比 率 （ a ） ／ （ b ） 0.96   

 
※ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
※ 外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。 

 

 利害関係人との取引状況等 (2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

（1）利害関係人との取引状況 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株 式 3,398 303 8.9 9,739 592 6.1 

 
 
  

京都企業株式・マザーファンド

	 －	 6	 －

全体_90950_929002_20241115_再校_京都企業株式・マザーファンド_1038389.indd   6 2024/12/18   10:10:44

	 －	18	－

全体_90950_183502_20241115_三校_京都企業株式ファンド（資産成長型）_1038387.indd   18 2024/12/23   9:23:34



品 名：90950_929002_004_1038389.docx 
日 時：2024/11/27 14:41:00 
ページ：4 

 

（2）売買委託手数料総額に対する利害関係人への支払比率 

項 目 当 期 

（a） 売 買 委 託 手 数 料 総 額 9,166千円 

（b） う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 690千円 

（c） （ b ） ／ （ a ） 7.5％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託および投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害
関係人とは、ＳＭＢＣ日興証券株式会社です。 

 

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 
(2023年11月16日から2024年11月15日まで) 

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

 組入れ資産の明細 (2024年11月15日現在) 
国内株式 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（－）    

ウエストホールディングス 8.2 － － 

食料品（2.1％）    

宝ホールディングス 194.4 123.2 149,133 

日清食品ホールディングス 2.4 － － 

ファーマフーズ 242 61.9 60,538 

繊維製品（6.6％）    

グンゼ 67.3 35.2 183,744 

東洋紡 194.8 146.4 137,176 

東レ 388.3 262.9 237,030 

ワコールホールディングス 50.6 25.1 115,234 

パルプ・紙（0.8％）    

レンゴー 288.8 93.9 84,247 

化学（6.3％）    

レゾナック・ホールディングス － 17.5 66,885 

エア・ウォーター 40.4 37.6 70,011 

三菱瓦斯化学 50.4 75.8 207,692 

第一工業製薬 3.7 7.8 29,796 

三洋化成工業 40.8 22.8 92,226 

中国塗料 5.4 － － 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

タカラバイオ 167.5 117.4 126,087 

デクセリアルズ 33.4 21 52,027 

医薬品（3.5％）    

日本新薬 30.3 23.2 93,101 

ロート製薬 162.4 96.2 264,020 

ガラス・土石製品（1.4％）    

日本電気硝子 63.6 27.6 91,576 

東海カーボン 111.5 55.9 51,768 

金属製品（1.7％）    

日東精工 197.3 210 123,270 

日本発条 150.3 26.7 47,205 

機械（5.7％）    

フリュー 201 135.3 143,823 

ＴＯＷＡ 5.8 44.4 74,592 

ダイフク 33.3 46.2 149,503 

サムコ 33.1 26.4 78,064 

フジテック 40.9 22 128,480 

電気機器（36.9％）    

ミネベアミツミ 59.6 25 61,075 

湖北工業 37.3 30.1 98,276 

ソシオネクスト 5.8 － － 
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銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

ニデック 128.8 259.8 732,116 

オムロン 92.8 102.5 528,387 

ジーエス・ユアサ コーポレーション 123.1 41.2 108,067 

マクセル 202.7 99.3 169,306 

アズビル 4.4 156.5 195,938 

堀場製作所 55.9 14.9 120,228 

オプテックスグループ 114.5 93.4 160,087 

ローム 210.8 169 243,275 

京セラ 101.4 203.9 301,466 

村田製作所 508.8 266 700,644 

ニチコン 163.1 47 51,230 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 68.2 29 276,109 

輸送用機器（0.1％）    

三菱ロジスネクスト 23.2 10.9 13,679 

精密機器（3.6％）    

島津製作所 160.1 83.3 365,353 

松風 7.5 － － 

その他製品（9.5％）    

任天堂 173.1 117 966,303 

電気・ガス業（0.9％）    

レノバ 130.8 109.9 91,436 

陸運業（6.4％）    

京阪ホールディングス 64 56.1 195,171 

ニッコンホールディングス 66.8 45.8 88,531 

銘 柄 
期首(前期末) 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

ＳＧホールディングス 236.7 256.2 370,593 

情報・通信業（0.5％）    

システム ディ 81.7 40.5 54,594 

卸売業（0.1％）    

ユアサ商事 1.8 1.8 8,343 

小売業（2.5％）    

平和堂 － 58.3 128,376 

王将フードサービス 30.5 39.5 120,672 

銀行業（5.3％）    

京都フィナンシャルグループ 49.5 155.6 362,159 

滋賀銀行 61.8 49.6 172,112 

その他金融業（0.9％）    

アイフル 513.3 305.1 92,750 

不動産業（3.3％）    

Ａｎｄ Ｄｏホールディングス 126 114.5 115,301 

ジェイ・エス・ビー 84.3 82.3 216,202 

サービス業（1.9％）    

リゾートトラスト 97.8 38 111,150 

ＴＲＥホールディングス 38 48.1 77,873 

  千株 千株 千円 

合 計 
株 数 ・ 金 額 6,632 4,912.5 10,154,050 

銘柄数＜比率＞ 60銘柄 57銘柄 ＜97.2％＞ 
 
※ 銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
※ < >内は、純資産総額に対する評価額の比率。 
 

 
 投資信託財産の構成 (2024年11月15日現在) 

項 目 
期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

株         式 10,154,050 96.8 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 333,979 3.2 

投 資 信 託 財 産 総 額 10,488,029 100.0 
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 資産、負債、元本及び基準価額の状況 
  (2024年11月15日現在) 

項 目 期 末 

(A) 資 産 10,488,029,571円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 242,761,211   

 株 式 ( 評 価 額 ) 10,154,050,060   

 未 収 配 当 金 91,218,300   

(B) 負 債 42,837,856   

 未 払 解 約 金 42,837,856   

(C) 純 資 産 総 額 ( Ａ － Ｂ ) 10,445,191,715   

 元 本 9,148,512,663   

 次 期 繰 越 損 益 金 1,296,679,052   

(D) 受 益 権 総 口 数 9,148,512,663口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,417円 
 
※ 当期における期首元本額14,863,788,905円、期中追加設定元本額

14,548,105円、期中一部解約元本額5,729,824,347円です。 
※ 上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額が

投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額
（元本の欠損）となります。 

※期末における元本の内訳は以下の通りです。 
 京都企業株式ファンド（資産成長型） 6,824,667,199円
 京都企業株式ファンド（予想分配金提示型） 2,323,845,464円
※ 上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資信

託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に規定
する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額となります。

 損益の状況 
  (自2023年11月16日 至2024年11月15日) 

項 目 当 期 

(A) 配 当 等 収 益 291,732,991円 
 受 取 配 当 金 291,636,200   
 受 取 利 息 99,291   
 そ の 他 収 益 金 4,740   
 支 払 利 息 △        7,240   
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 178,577,989   
 売 買 益 1,651,237,368   
 売 買 損 △1,472,659,379   
(C) そ の 他 費 用 等 △       41,127   
(D) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ) 470,269,853   
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 1,924,204,042   
(F) 解 約 差 損 益 金 △1,100,612,461   
(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,817,618   
(H) 合 計 ( Ｄ ＋ Ｅ ＋ Ｆ ＋ Ｇ ) 1,296,679,052   
 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｈ ) 1,296,679,052   
 
※ 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
※ 追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
※ 解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を差し

引いた差額分をいいます。 
 
 
 
 
 
 

 
 お知らせ 

＜約款変更について＞ 

該当事項はございません。 
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